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緒 言

現在，患者ニーズの多様化，高齢化の進行に伴い，

歯科医療は専門化とともに高度化が要求されてい

る1)。専門分野の卒後教育では，専門知識と臨床技能・

経験を基盤とした高度な歯科医療が行える歯科医師を

育成する必要がある。日本歯周病学会は専門医制度を

とおして，専門的知識と技術を有する歯科医師を育成

するとともに，歯周病学の発展および向上を図り，国

民の口腔保健の増進に貢献することを目指してい

る2)。大学において卒前教育への対応の負担が増すな

かで，限られたリソースを活用し，これらの目標の達

成をいかに効率よく行うかが課題となっている。ま

た，近年の歯科医学教育の改革により，歯科医師の卒

前教育においては，能動的学習方略の導入など多くの

試みがなされている。しかし，卒後教育における取り

組みについての議論は少ない。

東京歯科大学は，日本歯周病学会の研修施設として

認定医・専門医取得を視野に入れた卒後教育プログラ

ムを実施している。歯周病学の学習方略のなかで，講

義や文献抄読は受動的な学習であるため，受講者が臨

床にフィードバックできるような知識が十分に修得さ

れていない可能性が指導者の間で懸念されていた。

能動的な学習方略の一つにディベートが挙げられ

る。欧米ではディベートを教育に取り入れる動きが

19 世紀から 20世紀初頭にかけて認められ，1980 年代

に入り，教育においてクリティカル思考が重視される

ようになるとともに有用性が見直されるようになっ

た3)。米国の歯科医学教育では Scannapieco4)が，
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ニューヨーク州立大学バッファロー校歯学部の卒前教

育にフォーマルディベートを導入し，その成果を報告

している。その後，わが国の歯科医師，歯科衛生士の

卒前教育においてもディベートが取り入れられるよう

になった5,6)。われわれは歯周病学の卒後教育に

フォーマルディベートを導入する試みを平成 21 年度

に開始し7)，22 年度も継続して実施した。本稿ではそ

の概要について報告する。

対象および方法

1. 対象

平成 21 年度のフォーマルディベートは，東京歯科

大学水道橋病院の教員，レジデント，臨床専門専修科

生，歯科衛生士 28名を対象に，平成 21 年 12月に実施

した。

2. 学習目標

ディベートの一般目標（GIO）は，科学的な根拠に

基づいた情報提供および討論のため，情報収集と評価

について基本的な知識・技術・態度を修得する，とし

た。行動目標（SBOs）は，1）テーマについて客観的情

報を収集する 2）情報を処理し，的確に提示する 3）主

張についてクリティカルに評価する 4）協調性をもっ

てチームとして活動する，と設定した。

3. 課題およびチーム編成

ディベート課題は「歯周治療において，非外科的療

法は外科的療法と同等に有効である」とし，賛成派（3

名），反対派（3名），ジャッジ（5名）の 3チーム構成

を構成した。賛成派，反対派のチームにはそれぞれ 1

名のチューター（歯周治療の臨床経験 5年以上の医局

員）を配置した。その他の参加者は聴衆としてディ

ベート全体の評価を行う役割とした。

4. 準備と実施

課題，チームの決定後，クリティカル思考について

の講義（30 分）をコーディネーターが行い，その後，

約 2ヶ月を準備期間とした（表 1）。事前学習として賛

成・反対それぞれのチーム毎に，支持する意見と根拠

をまとめ，ディベート実施日に，チームレポートおよ

び参考文献リストを提出することとした。

ディベート当日は表 2 に示したタイムテーブルに

従って実施した（図 1）。

5. 評価

評価はチームレポート，参考文献リストおよびディ

ベートを対象に行った。ジャッジと聴衆は評価表（図

2）に基づき評価を行った。参加者の客観知識は，プ

レ・ポストテストにて評価した。各 10問のテスト項

目は，それまで実施した文献抄読の内容や米国歯周病
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表 1 ディベート実施までのスケジュール

表 2 フォーマルディベートのタイムテーブル

図 1 ディベートの実施（平成 21 年度）

日 程 内 容

平成 21 年

10 月 8 日

10 月 9 日∼

12 月 3 日

実施説明，講義「クリティカル思考」，

チームおよびテーマ決定

資料収集，文献整理，発表の準備

ディベート（チームレポート，参考文

献リスト，PPTファイルの提出）

内 容 賛 成 (分) 反 対 (分)

立論スピーチ 1 3 3

立論スピーチ 2 3 3

立論スピーチ 3 3 3

質問 1（賛成側→反対側へ） 1 ―

回答 1 ― 2

質問 2（反対側→賛成側へ） ― 1

回答 2 2 ―

質問 3（ジャッジ→反対側へ） 1 ―

回答 3 ― 2

質問 4（ジャッジ→賛成側へ） ― 1

回答 4 2 ―

反駁スピーチ 1 3 3

反駁スピーチ 2 3 3

時間 21 21

判定 10

合計時間 52 分
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図 2 評価票



学会の In service examination8)の内容を参考とした。

終了後，参加者全員にアンケートを実施した。

結 果

全体としては，ディベートへの積極的な参加姿勢が

認められた。今回のディベート終了後のジャッジの判

定では，賛成派（非外科治療）の勝ちと判定された。

聴衆による評価票を用いた合計スコアの比較でも，賛

成派の勝利が示された。評価項目のなかでは，提示資

料，反駁のパフォーマンスのスコアに統計学的に有意

な違いが認められた。プレ・ポストテストの平均スコ

アには有意差は認められなかった。

終了後のアンケート結果の分析からは，内容の理解

度に改善の余地が示された。参加者の 82% はディ

ベート参加でストレスを感じていたが，ほぼ全員がプ

ログラムにおけるディベート導入の意義を認識してい

た。

考 察

歯周病学の卒後教育プログラムでは，修得された高

度な知識を臨床の場面に還元することが重視される。

今回，フォーマルディベートを導入し，参加者には積

極的な参加が認められた。とくにディベートチームの

メンバーは，準備期間からディベート当日にかけて，

1 人ひとりが意欲をもって学習する姿勢が観察され

た。ディベート方式の学習方略の問題点の一つに，

チームとしての参加人数には限りがあることが挙げら

れる。これを克服するためには，異なるテーマを準備

し，テーマごとにチーム編成を行うことが考えられる。

しかし，人的リソースや時間に限りがある場合には，

この方法の導入は困難である。このため，今回は，聴

衆も評価票を使用した評価やテストによる知識の確認

などをとおして参加を促す方略6)を採用し，一定の成

果はあったと考える。

平成 21 年度のポストテストの結果からは，参加者

の客観知識の向上は確認できなかった。このことは，

ディベートにより参加者の積極的な学習への取り組み

が促され，収集した情報の分析・解釈を含めた処理や

提示については一定の効果が得られても，客観的知識

の向上にはつながらないことを示していると思われ

た。その一方で，評価方法，内容が適切ではない可能

性も考えられた。そのため，平成 22 年度のディベー

ト（図 3）では，プレ・ポストテストを想定される討論

により近づけたものに改善して実施した。その結果，

ポストテストの平均スコアは，プレテストのスコアに

比べて有意に高いという結果となった。しかし，

ジャッジや聴衆は短時間のディベート内での客観知識

の修得となるので，限界もあるかと思われる。改善策

として知識の整理のための講義の実施について検討を

行っている。

継続してディベートを実施するうえでの問題の一つ

に，テーマの選択が挙げられる。歯周病の治療におい

ては，賛成，反対と意見が明確に分かれるようなテー

マを多数用意することは困難である。今後の歯周病学

の展開や参加者の状況を鑑みて，適切なテーマを検討

していきたい。

以上，改善点はあるものの，フォーマルディベート

は歯周病学の卒後教育の学習方略として有用であるこ

とが示唆された。今後，卒後教育の向上のため，適切

な形でディベートを有効に活用していきたい。

本論文の要旨は，第 53回秋季日本歯周病学会学術大会

（平成 22 年 9 月 19日）において発表した。
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